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Ｑ
　
高
齢
化
が
進
み
歩
行

困
難
な
人
が
多
く
特
に
敬

老
会
な
ど
車
が
な
く
出
席

し
た
く
て
も
出
来
な
い
人

が
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

行
政
が
送
迎
車
を
用
意

し
て
は
如
何
か
。
送
迎
が

あ
れ
ば
家
族
に
負
担
掛
け

ず
楽
し
む
事
が
出
来
ま
す
。

Ａ
（
上
村
町
長
）

生
名
地
区
の
敬
老
会
の

送
迎
に
つ
い
て
は
、
旧
生

名
村
時
代
に
お
い
て
、
ま

た
上
島
町
に
な
っ
て
も
、

担
当
課
に
対
し
要
望
が
な

か
っ
た
と
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
は
出

席
し
た
く
て
も
手
段
が
な

い
為
参
加
で
き
な
い
方
々

に
は
、
他
の
地
域
が
対
応

し
て
い
る
方
法
に
準
じ
て

送
迎
を
補
完
す
る
車
輌
の

運
行
を
計
画
い
た
し
ま
す
。

本
来
は
「
敬
老
の
精

神
」
で
ご
家
族
や
地
域
の

方
々
が
送
迎
さ
れ
る
の
が

本
質
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ご
家
族
や
地
域

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ｑ
　
家
族
に
も
色
々
あ
り

一
人
の
所
、
働
か
な
く
て

は
生
計
が
持
た
な
い
為
や

む
を
え
な
い
場
合
な
ど
他

の
人
に
頼
ん
で
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
う
な
ど
あ
り
、

ま
た
電
動
車
も
雨
天
の
場

合
は
使
用
出
来
ず
、
ま
た

事
故
の
も
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

送
迎
車
を
町
長
が
考
慮

す
る
と
言
わ
れ
た
の
で
大

変
あ
り
が
た
く
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
岩
城
地
区
で
は
芸
予

観
光
フ
ェ
リ
ー
の
運
休
に

よ
り
、
因
島
・
尾
道
方
面

に
通
院
等
さ
れ
る
方
々
が

大
変
不
便
を
被
っ
て
い
る
。

福
祉
バ
ス
の
運
行
時
間
を

昼
間
は
長
江
フ
ェ
リ
ー
の

時
間
に
調
整
で
き
な
い
か
。

Ａ
（
山
本
岩
城
総
合
支
所
長
）

福
祉
バ
ス
は
一
日
７
便

運
行
し
て
い
ま
す
。

経
費
節
減
の
た
め
、
学

校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
保

育
所
の
通
園
バ
ス
と
一
般

住
民
が
混
乗
す
る
特
殊
な

運
行
形
態
と
な
っ
て
お
り
、

現
状
で
は
第
３
便
の
み
時

刻
調
整
が
可
能
で
す
。
今

後
協
議
調
整
の
上
、
利
用

者
の
利
便
性
を
図
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
４
便
に
つ
い
て
は
因

島
発
12
時
10
分
の
長
江

フ
ェ
リ
ー
に
連
絡
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
７
便
と
い
う
の
に
拘

る
の
か
、
あ
る
い
は
増
便

も
考
え
ら
れ
る
の
か
。

Ａ
（
山
本
岩
城
総
合
支
所
長
）

７
便
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
課
題
と
な
っ
て
お
り

検
討
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
　
現
在
岩
城
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
は
進
ん
で
い

る
が
、
供
用
開
始
ま
で
は

数
ヶ
月
か
か
る
が
そ
の
間

父
兄
に
対
し
て
の
支
援
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

Ａ
（
藤
川
教
育
課
長
）

保
護
者
対
象
の
支
援

は
、
学
校
栄
養
職
員
の
指

導
の
も
と
「
弁
当
づ
く
り

講
話
」
あ
る
い
は
、「
親

子
料
理
教
室
開
催
」
を
実

施
。
３
学
期
も
「
小
中
学

校
合
同
の
料
理
教
室
」
を

開
設
。
ま
た
、
毎
月
「
食

育
だ
よ
り
」
等
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
配
布
に
よ
り
栄
養

面
や
衛
生
安
全
面
の
指
導
、

「
手
作
り
弁
当
」
の
レ
シ

ピ
を
紹
介
す
る
等
の
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
料
理
教
室
の
参
加
状

況
は
、
父
兄
の
意
見
も
よ

く
聞
い
て
、
担
当
の
先
生

に
も
知
恵
を
絞
っ
て
も
ら

い
た
い
。

Ａ
（
藤
川
教
育
課
長
）

参
加
状
況
は
７
割
で
、

親
子
料
理
教
室
は
平
日
で

参
加
者
が
30
名
ほ
ど
で
し

た
。

Ａ
（
上
村
町
長
）

給
食
は
義
務
で
は
な
く
、

町
村
に
よ
っ
て
は
給
食
を

行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

上
島
町
で
は
全
地
域
に

給
食
を
提
供
す
る
考
え
で

す
の
で
、
暫
く
の
間
は
ご

辛
抱
を
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
海
光
園
は
老
朽
化
、
大

部
屋
形
式
で
入
園
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
が
難

し
く
、
快
適
な
施
設
及
び

環
境
と
は
い
え
ず
、
交
通

の
便
、
環
境
の
良
い
場
所

に
設
備
の
完
備
さ
れ
た
新

し
い
施
設
が
望
ま
れ
ま
す
。

先
の
議
会
に
お
い
て
、

測
量
・
設
計
・
調
査
等
の

た
め
２
０
０
万
円
の
補
正

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
海
光
園
建
て
替
え
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12
月
定
例
議
会

12
月
24
日
に
開
催
さ
れ

た
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
は
、
７
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
内
容
と
答
弁
の
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
掲
載
の
順
序
は
質
問
順

で
、
記
事
の
内
容
は
基
本

的
に
は
質
問
議
員
が
編
集

し
て
い
ま
す
。）

濱
田
勝
祐
議
員

町
の
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

は
送
迎
車
を
出
し
て
も

ら
え
な
い
か

原
　
博
彦
議
員

福
祉
バ
ス
運
行
時
間
の

変
更
に
つ
い
て

濱
田
高
嘉
議
員

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

海
光
園
建
て
替
え
に
つ

い
て

学
校
給
食
閉
鎖
間
の
支

援
に
つ
い
て



に
伴
う
予
算
額
、
有
力
候

補
地
及
び
建
て
替
え
に
よ

る
定
員
増
の
可
能
性
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
（
村
上
海
光
園
長
）

予
算
額
は
約
10
億
円
を

想
定
し
、
建
て
替
え
時
期

は
平
成
22
年
度
、
建
て
替

え
予
定
地
は
旧
生
名
中
の

跡
地
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。
定
員
増
に
つ
い
て
は
、

県
で
は
広
域
型
の
施
設
は

充
足
し
て
い
る
と
し
て
、

国
が
定
め
た
基
本
指
針
に

沿
っ
て
の
施
設
の
新
設
、

増
床
は
認
め
て
お
ら
ず
、

定
員
増
は
不
可
能
な
状
況

で
す
。

Ｑ
　
１
日
平
均
２
〜
３
家

族
が
海
光
園
へ
面
会
に
訪

問
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

新
し
く
建
て
替
え
す
る
時

は
、
是
非
面
会
室
を
設
け

て
欲
し
い
。

Ａ
（
村
上
海
光
園
長
）

ご
指
摘
の
件
、
充
分
承

り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
合
併
後
４
年
経
っ
た

が
協
定
書
で
実
現
で
き
な

か
っ
た
も
の
と
そ
の
理
由

を
伺
い
ま
す
。
地
域
審
議

会
と
行
政
連
絡
船
に
つ
い

て
は
経
過
説
明
も
含
め
て

願
い
た
い
。

Ａ
（
山
下
総
務
課
長
）

21
項
目
の
17
項
目
は

調
整
済
み
で
す
。
新
町
建

設
計
画
は
必
要
性
に
応
じ

実
施
し
て
い
ま
す
。

当
初
の
計
画
で
は
、
行

政
連
絡
船
は
フ
ェ
リ
ー
型

と
ボ
ー
ト
型
の
２
隻
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
協

議
を
重
ね
た
結
果
フ
ェ
リ

ー
型
の
救
急
艇
と
し
て
建

造
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。地

域
審
議
会
は
平
成
17

年
、
18
年
度
に
各
地
区
で

開
催
し
、
19
年
度
は
未
実

施
で
す
。
20
年
度
は
１
月

に
開
始
予
定
で
す
。

Ｑ
　
橋
が
架
か
る
ま
で
の

間
交
通
の
利
便
性
を
ア
ッ

プ
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。地

域
審
議
会
も
計
画
の

見
直
し
等
も
っ
と
活
用
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
（
上
村
町
長
）

行
政
連
絡
船
に
つ
い
て

は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
含

め
て
安
く
あ
が
る
方
法
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

審
議
会
に
つ
い
て
は
、

行
政
側
か
ら
投
げ
か
け
る

こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
離
島
同
士
の
合
併
と

い
う
不
利
な
条
件
下
。
町

長
室
前
の
決
裁
長
時
間
待

機
は
人
件
費
の
ム
ダ
か
と

思
う
。

そ
こ
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
図
る
た
め
に
電
子
決
裁

方
式
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
欲
し

い
。

Ａ
（
上
村
町
長
）

簡
素
な
案
件
に
つ
い
て

は
メ
ー
ル
決
裁
を
し
て
い

ま
す
。

重
要
案
件
は
錯
誤
を
生

じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
顔

を
合
わ
せ
て
協
議
説
明
も

必
要
で
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
は
人
員
、
ス
ペ
ー
ス
、

コ
ス
ト
や
町
民
の
使
用
頻

度
か
ら
時
期
尚
早
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
電
子
決
裁
を
職
員
全

体
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
ス
ピ
ー
ド
決
裁
体
制
と

し
て
確
立
し
て
欲
し
い
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
は
、
人
材
と
各
部
署
の

連
携
が
肝
要
と
思
い
ま
す

の
で
早
め
の
実
施
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ａ
（
上
村
町
長
）

既
に
出
張
時
に
は
モ
バ

イ
ル
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
は
現
実
論
と
し
て
、
１

人
で
全
部
マ
ス
タ
ー
し
難

い
の
で
、
や
り
方
を
ど
の

よ
う
に
交
通
整
理
す
る
か

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
佐
島
漁
港
の
埋
立
計

画
は
、
実
施
が
困
難
で
あ

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

当
計
画
は
、
緊
急
あ
る
い

は
災
害
対
応
に
と
っ
て
も
、

重
点
事
案
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

埋
立
が
実
施
出
来
れ
ば
、

四
組
入
口
の
ポ
ン
プ
小
屋

の
撤
去
も
可
能
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
救
急
車
、

消
防
自
動
車
等
も
楽
に
出

入
り
が
で
き
、
安
全
性
が

向
上
し
住
民
に
と
っ
て
も

利
便
性
が
よ
く
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
の
進
展
状
況
は

ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
（
上
村
町
長
）

佐
島
漁
港
の
埋
立
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
、

平
成
２
年
の
漁
港
改
修
事

業
で
計
画
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
一
部
地
区
住
民

の
反
対
が
あ
り
計
画
中
止

と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。佐

島
漁
港
の
埋
立
に
つ

き
ま
し
て
は
、
狭
隘
な
集

落
内
道
路
の
解
消
に
よ
る

救
急
・
消
火
対
応
や
台
風

時
等
の
雨
水
や
高
潮
対
策

等
の
生
活
環
境
向
上
の
た

め
に
、
事
業
実
施
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。現

在
、
国
の
公
共
工
事

に
対
す
る
予
算
は
年
々
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
地
元
住
民
と
も

協
議
を
重
ね
、
事
業
実
施

に
向
け
て
計
画
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
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行
政
機
能
の
向
上
に
つ

い
て

佐
島
三
ツ
小
島
の
道
路

拡
張
に
つ
い
て

宮
脇
　
馨
議
員

合
併
の
総
括
に
つ
い
て

檜
垣
一
成
議
員

佐
島
漁
港
の
埋
立
計
画

の
そ
の
後
に
つ
い
て



Ｑ
　
三
ツ
小
島
の
約
50
ｍ

前
後
の
道
幅
が
狭
く
、
軽

自
動
車
同
士
の
交
差
も
出

来
な
い
状
態
で
す
。

道
路
拡
張
の
早
期
整
備

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
現
況

の
計
画
並
び
に
今
後
の
方

針
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
（
村
上
産
業
建
設
課
長
）

三
ツ
小
島
の
約
50
ｍ
部

分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道

路
幅
員
は
５
ｍ
で
、
改
良

方
法
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

山
側
の
が
け
地
を
安
定
勾

配
に
切
り
、
安
定
し
た
法

面
に
す
る
と
と
も
に
、
道

路
構
造
令
に
適
合
し
た
道

路
法
線
に
ル
ー
ト
を
修
正

い
た
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
に
お
き
ま

し
て
は
、
測
量
・
用
地
買

収
・
工
事
の
一
部
を
施
工

す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
21
年
度
か
ら
22
年

度
に
か
け
て
、
残
区
間
の

工
事
を
施
工
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
現
在
、
各
支
所
に
お

い
て
は
、
総
合
制
を
敷
い

て
い
ま
す
が
、
上
島
町
に

な
っ
て
２
期
目
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
財
政
面
、
業

務
面
等
な
ど
を
考
え
た
場

合
、
組
織
替
え
も
必
要
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
本
庁
制
を
実
施
し
て

い
く
の
か
お
聞
き
い
た
し

ま
す
。

Ａ
（
上
村
町
長
）

役
場
組
織
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
の
総
合
支
所

方
式
を
４
年
間
実
施
し
た

結
果
、
お
客
様
で
あ
る
町

民
の
皆
様
の
側
、
あ
る
い

は
対
応
す
る
役
場
職
員
側

か
ら
も
様
々
な
問
題
点
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
無
駄

の
な
い
効
率
の
良
い
組
織

に
改
善
す
る
た
め
に
も
、

分
庁
方
式
を
基
本
と
し
た

組
織
改
革
が
必
要
な
時
期

に
来
て
お
り
ま
す
。

全
て
の
職
員
を
１
つ
の

庁
舎
に
集
中
さ
せ
る
本
庁

方
式
で
は
な
く
、
必
要
な

窓
口
は
残
し
、
４
つ
の
島

に
分
散
し
て
い
る
同
じ
課

を
各
島
の
１
つ
に
集
中
さ

せ
、
同
じ
課
の
名
前
、
課

長
を
１
人
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
平
成
22
年

度
よ
り
、
実
施
予
定
に
し

て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
指
定
管
理
者
の
関
係

が
８
施
設
あ
り
、
３
月
末

で
３
年
間
の
指
定
期
間
が

満
了
し
ま
す
。

運
営
状
況
、
管
理
実
績

を
、
ま
た
、
指
定
管
理
料

の
支
払
い
、
施
設
利
用
料

納
入
の
施
設
ご
と
の
取
り

扱
い
は
。

魚
島
観
光
セ
ン
タ
ー
の

次
期
の
指
定
管
理
者
公
募

に
応
募
者
が
な
い
が
、
な

け
れ
ば
直
営
で
す
る
の
か

あ
る
い
は
、
休
業
に
な
っ

て
し
ま
う
の
か
。
開
業
努

力
を
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

Ａ
（
村
上
産
業
振
興
課
長
）

平
成
18
年
度
よ
り
指
定

管
理
者
制
度
に
よ
り
「
公

の
施
設
」
の
管
理
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
第
３
セ

ク
タ
ー
が
指
定
管
理
者
の

岩
城
観
光
セ
ン
タ
ー
、
岩

城
農
水
産
加
工
施
設
、
い

き
な
ス
ポ
レ
ク
公
園
に
つ

い
て
は
、
９
月
定
例
会
で

報
告
済
で
す
。
国
民
宿
舎

ゆ
げ
ロ
ッ
ジ
・
岩
城
観
光

セ
ン
タ
ー
・
岩
城
農
水
産

物
処
理
加
工
施
設
は
施
設

利
用
料
を
納
入
、
弓
削
ト

ピ
ア
は
指
定
管
理
料
を
支

払
っ
て
い
る
。

Ａ
（
植
田
魚
島
総
合
支
所
長
）

魚
島
観
光
セ
ン
タ
ー
の

管
理
料
は
支
払
っ
て
お
り
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前
田
省
二
議
員

本
庁
制
度
に
つ
い
て

松
原
彌
一
議
員

指
定
管
理
者
制
度
に
つ

い
て

第
４
回
上
島
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
上
島
町

議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
が
議
員
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に

関
し
協
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
を
設
け
る
た

め
、「
全
員
協
議
会
」
と
い
う
項
目
が
新
た
に
追
加

さ
れ
た
た
め
に
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

全
員
協
議
会
は
、
従
前
よ
り
定
例
会
開
催
前
な
ど
、

必
要
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

改
正
で
公
式
の
会
と
な
り
議
員
活
動
が
今
ま
で
以
上

に
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

「
上
島
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
」

が
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
せ
ん
。
施
設
利
用
料
は

指
定
管
理
者
の
収
入
で
す
。

指
定
管
理
者
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
第
２
回
目
の
公

募
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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議 員 の 紹 介
新議員の紹介をいたします。（正副議長を除いては、議席番号順に掲載）

亀井 文男 議員
（岩城地区選出）

蔵谷 重文 議員
（生名地区選出）

宮脇 馨 議員
（岩城地区選出）

前田 省二 副議長
（弓削地区選出）

土居 計彦 議長
（弓削地区選出）

村上 要 議員
（弓削地区選出）

松浦 明広 議員
（岩城地区選出）

原山 公男 議員
（生名地区選出）

濱田 高嘉 議員
（弓削地区選出）

檜垣 一成 議員
（弓削地区選出）

濱田 勝祐 議員
（生名地区選出）

竹林 秀夫 議員
（弓削地区選出）

岡島 政則 議員
（弓削地区選出）

新川 健 議員
（岩城地区選出）

大西 宗一 議員
（魚島地区選出）

松原 彌一 議員
（魚島地区選出）

池本 興治 議員
（生名地区選出）

原 博彦 議員
（岩城地区選出）

議
会
構
成

■
議
　
長

土
居
　
計
彦

■
副
議
長

前
田
　
省
二

■
常
任
委
員
会

（
◎
委
員
長
、○
副
委
員
長
）

◇
総
務
委
員
会

◎
松
浦
　
明
広

○
濱
田
　
高
嘉

亀
井
　
文
男

原
山
　
公
男

岡
島
　
政
則

松
原
　
彌
一

◇
産
業
建
設
委
員
会

◎
大
西
　
宗
一

○
宮
脇
　
　
馨

蔵
谷
　
重
文

村
上
　
　
要

池
本
　
興
治

土
居
　
計
彦

◇
文
教
厚
生
委
員
会

◎
竹
林
　
秀
夫

○
新
川
　
　
健

檜
垣
　
一
成

濱
田
　
勝
祐

原
　
　
博
彦

前
田
　
省
二

■
監
査
委
員（
議
会
選
出
）

松
原
　
彌
一

■
社
会
福
祉
協
議
会

◇
理
　
事

新
川
　
　
健

◇
評
議
員

濱
田
　
勝
祐
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（前号掲載分以降）

月 日 活　　動　　内　　容 月 日 活　　動　　内　　容

12 ５ 上島町福祉大会　　　　（13名）

１ ３ 上島町成人式　　　　　（12名）

１ 10 上島町商工会年賀交歓会（13名）

１ 25 上島町消防出初式　　　（14名）

１ 28 第１回全員協議会　　　（18名）

１ 28 各総合支所視察　　　　（16名）

２ ４ 少年式　　　（各地区参加13名）

気気気気
仙仙仙仙
沼沼沼沼
市市市市
議議議議
会会会会

「「「「
弓弓弓弓
削削削削
大大大大
橋橋橋橋
・・・・
生生生生
名名名名
大大大大
橋橋橋橋
」」」」
視視視視
察察察察

平
成
20
年
11
月
19
日
、

菅
原
委
員
長
（
大
島
島
架

橋
・
唐
桑
最
短
道
建
促
進
特

別
委
員
会
）
は
じ
め
11
名
の

気
仙
沼
市
議
会
の
皆
さ
ん
が
、

弓
削
大
橋
架
橋
後
の
地
域
の

状
況
、
生
名
大
橋
の
建
設
状

況
な
ど
行
政
視
察
に
来
町
さ

れ
ま
し
た
。

市
内
の
沖
合
に
、
気
仙
沼

湾
に
浮
か
ぶ
大
島
は
、
約
５

千
人
い
た
人
口
が
今
で
は
約

３
千
５
百
人
と
激
減
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
人
口
流
出
防
止

策
と
し
て
、
一
年
で
も
早
く

架
橋
を
と
い
う
こ
と
で
視
察

に
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
町
関
係
担
当
職

員
の
行
政
説
明
に
も
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

視
察
団
の
中
に
は
５
年
前

に
来
町
さ
れ
た
議
員
も
お
ら

れ
ま
し
た
。

一
行
は
、
午
後
２
時
に
次

の
研
修
視
察
地
へ
と
本
町
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。


